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ラメｰタとしてPLOTの後に書く.CURVは多点間

を滑かに結びLGRDは対数格子などである.床用命

令にはMOJIで平仮名片仮名をかいたりほかに漢

字や地質で使う記号の素片などもある.

第7図はプロッタｰの外観である.第8図は作図例

である.第9図はテストバタｰ･ンである.テスト･

バタｰ一ンはプロッタ廿の基本命令をたくさんふくんでい

るのでシステムのチェックに用いられる.第10図は漢

字と記号である.漢字と記号の命令はそれぞれKANJ

とMLINである.

調査の結果を図で表示することは多い.側線図ある

いは航跡図は調査内容に関係なく必要である.側線沿

いの断面図たとえば地形地磁気動力値の曲線も成果

の表示に役立つ.このとき横軸は時間軸距離軸あ

る方位に投影した距離軸などを使う.平面図としての

等値線図たとえば等深線図等磁力線図等層厚線図な

ども地質調査には欠かせない.これらは基本的な図形

表示でありこのほか多種多様の図が必要になる.ま

だ定形作業になって狂い分野もある.音波探査の成果

の図化などは処理の難かしさでは柱く入力のしかた

の面倒さのために今後の仕事に残っている.プロッタ

ｰをうまく使いこなすと地質のようだ三次元的分布と

長い時間の上に成立つ現象もかなりとらえやすく表現で

きるであろう.

§NNSSとの関係

人工衛星測量システム(NavyNavigationSate11ite

System･NNSSと略称)は元来人工衛星の送信する400

M二Hzと150MHzの2チャンネルの電波を受信しその

ドプラｰ･シフトから船の位置を計算し求めるものであ

る.

しかし本船のNNSSは単に位置を出すだけでなくデ

ｰタ集録も併せ行なうものでありMagna∀ox杜の製造

になるmOde1200という物理探査の仕様によるもので

ある.NNSSではHP-2100A12kWを中心に位置

の計算やデｰ一夕集録を行なっている.Magnavox杜は

システム･メｰカとして電算機に対しても責任を負うの

で独自の仕様と基準により耐久試験などを行なっている.

情報処理装置のメｰカである横河ヒュｰレット･パッ

カｰド社はヒュｰ･レット･パッカｰド社の製品をノッ

ク･ダウンしているから電算機YOHPAC2100Aは

HP-2100Aと全く同じ規格や仕様である.これは白嶺

丸においてYOHPAC-2100Aを採用した大きな理由の

一つである.電算機を同一にしておくことは部品や消

耗品の互換性や保守の便利というような金物に関する面

と同一一プログラムを使ったり書式を統一したりするソ

フト･ウエアの両面で便利である･また極度の故障を

生じたとき電算機ごと交換することも可能である.こ

うして相互に関係がありその使い方についてソフトウ

エアを中心に比較を行たうと第4表の如くである.

この表中でプログラム類はデｰタ集録に関しては今後

ハｰ･ドウエアの増設カミ柱ければ余り増えることはないが

デｰタ処理のばあいは逐次プログラムはふえ処理内容

は高度のものと狂ってゆくであろう.

(筆者は海洋地質部)
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